
 
 
 
 

 

◇香々地小学校「学習の６つの約束」の作成及び徹底 
  ・休み時間に次の時間の準備   ・チャイム席   ・授業の始まりと終わりのあいさつ    ・姿勢（ぺた，ぴん，ぐー） 

・聞き方（話している人の目を見て聞く）      ・発表ルール（肘を伸ばして挙手，大きな声で「ハイ」と返事をして起立 

 

◇授業改善（改造）ポイント 

＜国語＞ 

・単元を貫く言語活動を設定し，児童が主体的に学習していけるようにする。 

・文章を根拠に論理的に思考することを踏まえた学習をする。 

・自分の考え・意見をノート等に必ず記述させる。また，班や全体で発表する機会を多くつくる。 

・条件（字数，提示された言葉を使うなど）に合った解答の仕方にも取り組む。 

＜算数＞ 

・立体や展開図などは，具体物を使い実際に操作する活動を増やし体感的に学習させる。 

（学習内容にあった算数的活動しっかりと仕組む） 

・頭の中だけで考えさせず，分かったことを図に書き込ませたり簡単な線分図を書かせたりして可視化して整理させる。 

・まとめの後に練習問題を取り入れ，学習したことの定着を図る。（評価） 

＜理科＞ 

          ・一人ひとりが体感できるような観察，実験の取組を通し，学習経験の蓄積を図る。 

・理科で学んだ自然の事物・現象の性質や働き等，自分の身近な生活の中で成り立っていることや生活の中で役立てられて 

いることに気づき，関連付けて考えられるような活用的な学習を取り入れていく。 

・理科用語を用いて，自分がどのように考えたかをノートに文章や図で書かせる。 

＜共通＞ 

・新大分スタンダードの徹底  １，１時間完結型（「めあて」と「振り返り」のある授業）  ２，板書の構造化・板書とノートの一体化 

３，習熟の程度に応じたきめ細かい指導の充実   ４，問題解決的な展開の授業（単元あるいは１単位時間） 

・ＩＣＴの積極的な活用と指導方法・指導体制の工夫改善  

・ゴールを意識した「課題」や「めあて」の作成。「課題」や「めあて」が子どもの追究意欲に足りうるものになるよう準備する。 

・子どもから引き出された、まとめにつながるキーワードを板書に位置づける。＜別添資料①参照＞ 

まとめにつながるキーワードを黄文字、黄枠で位置づけた板書の写真を1週間に１枚以上データに残して研修をする。 

・指導形態の工夫……グループで学び合う活動に取り組ませ，言語活動を活発にさせる。 

話し合う中で，友だちの考えを聞き，自分の考えをさらに深めさせていく。 

・香々地スタンダードに沿った授業展開と授業観察＜別添資料②参照＞ 
 

 
 

 

◇授業における取組 
・問題について考える時間を設定し，自分の考えをノートに記述させる。その後，全体での発表やグループでの話し合いをさせ

た。記述することで自分の考えが明確になる。 

・算数では，教具や図を使って可視化し，量感を伴って考えさせる。図や式に，補助線や補助数字を書き込ませ考えの過程・順

序が分かるようにさせる。 

 

◇授業以外の取組 
・コミュニケーション力の向上を図る（菊池省三先生の実践をベースとして） 

・発表集会の充実… 意見文，感想文等の発表，学習発表の場を持つ。発表を聞いた感想・意見の交流（可能な限り毎週（金）実施） 

・NIE の取組…毎週木曜日に，宿題で A4１枚のワークシートに取り組む{文章（記事）の読み取り＆自分で考えて文章化 or 調べ学習} 

        ※担任に印刷を任せず，担任外の職員が印刷・配布することで継続化を図る。 

・1 人 2 回以上の互見授業の完全実施…教師の授業力の向上（指導方法の共通認識と指導方法の学び合い） 

・辞書引き …分からない言葉は調べ，調べた言葉のページに付箋を貼っていく。 

・読書活動の推進…朝読書の充実，重点的読書期間の実施「かたつむり読書・どんぐり読書」， 

低高別一斉読書および授業での図書館活用 

・スキルタイムの活用…基礎基本の習熟や市内学力テストのデータを生かした個別指導 

・活用問題の習熟…「活用」問題用の問題集を購入し，「活用」問題を宿題で出し，（木）の朝に解答・解説を行う。 

・家庭学習の充実… 家庭学習の手引き（宿題&自主学習）の活用 

「10 分×学年＋10 分以上」それに見合う家庭学習の量の設定 

・テストで間違えた問題のやり直しや復習の徹底 

・放課後補充学習の取組…復習プリントやテストのやり直しや今日の学習で不十分なところを補充 

個で取り組んだり，子ども同士教え合って取り組んだりした。 

・夏休みに学年の学習会を持ち，夏休みの宿題の分からないところや前年度の学習の復習に取り組んだ。 

・家庭学習の取組への評価…毎日，コメント（日記で良く書けているところや感想等）を書き評価 

また，良い自主学習ノートや日記・作文を紹介，掲示し，子どもの意欲付けを図った。 

豊後高田市立 香々地小学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 



＜別添資料①＞板書をもとにした研修 

【授業改善（改造）について】板書の写真の蓄積と研修 

○１週間に１枚以上の板書の写真データを残していく。 

 ※パワーポイント上に板書の写真を貼っていくことで事後の研修をしやすくする！（効率化） 

○撮り貯めた写真の中から、研修に生かせそうな写真を選択する。時間の関係上今回は写真を14枚選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【準備物】 

・パワーポイントの板書の写真を人数分印刷する。 

（Ａ４にシート 2枚分ずつ） 

・Ａ３サイズで全シートを印刷（1部：全体協議用） 

・付箋（ピンク&水色）必要分（多数） 

 
①研修の仕方の説明…研究主任の板書をもとに説明 

・課題がゴールにつながるものになっていたか？！ 

・板書に、子どもたちの思考を助ける工夫がされているか？ 

・子どもが、自分で「まとめ」をすることができるキーワードが、

板書に位置づけられているか？ 

・アドバイスは赤い付箋に、よい点は青い付箋に書く。 

・課題はこうした方が良かった等、具体的に記述。 

②時間をとって、各自で考える。 

③板書 1枚ごとに、各自が書いた付箋をＡ３の用紙に貼り付けて

いく。 

※順番で貼っていくが、同様の付箋の場合はそこで参入（位置付け） 

④付箋の貼られた板書の写真を、撮影しパワーポイント上に戻

し、事後も閲覧（研修）できるようする。 

【感想等】 

・日頃から、課題とまとめを意識して授業に臨むようになりました。 

・他の先生の板書が見られて勉強になりました。 

・自分では課題と思っていましたが、めあてであって、課題にはなっていま

せんだした。 

・ホワイトボードに自分（達）の意見を書かせ、黒板上で自分（達）と似た

グループ分けをさせ、タイトル付けし、まとめにつなげるという方法も！ 

 

【今後、各学年統一して（組織的に）対応すること】 

・まとめにつながるキーワードが分かるように板書に位置付け

る。（黄文字、黄枠） 
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香々地スタンダード【問題解決的な展開の１時間の学習過程】 

◎手だての有効性を検証→「自分がどう変わったか」（授業改善） 

学習過程 指導者の指導・手立て 主な学習活動 

１．つかむ ＊学ぶ意欲を引き出す課題設定をする 

（本時のゴール、目指す子どもの具体的な姿か 

ら） 

○学習課題をつかませる。 

○探求課題を提示する。 

＊既習事項を振り返る。学習素材と出会い、課題

をつかむ。 

○前時の学習を振り返り、本時の学習へのつなが

りを意識する。 

○本時の学習内容を確認する。       

○本時の学習課題をつかみ、解決の手順や方法を

考える。                                

２．考える ＊課題解決のための情報収集をさせる 

 

 

 

 

○発問の工夫をする。 

○考える時間の保障をする。 

○考える元や資料になる図、表、ワークシート、

ICT の活用、学習形態、具体的活動等の工夫を

する。 

○自分の考えを持たせる。 

○グループ、または，ペアの考えを持たせる。 

＊知識や技能を生かし、自分なりの考えを持ち、

答えや根拠をまとめる。 

○課題に対する考えを持つ。 

・学習の手順に沿って、書く・調べる・比べる・

読み込む等の作業や活動をし、自 

分の考えを持つ。 

○必要に応じて、個人→ペア・個人→グル 

 ープでの活動で考えを練る。 

・学習の手順に沿ってグループやペアで作業や活

動をし、自分の考えを持つ。 

・グループやペアで、一人ひとりが力を出し切っ

て、（全体での活動前に）考えの交流をして深

める。  

３．交流する 

（創造する） 

＊整理分析や考えたことやわかったことの発

信・交流をさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体の中で課題に対する考えを出させる。 

○交流する時間の確保をする。 

○児童から出た考えを考慮しながら、広がりや深まりが

ない時は、児童の考えを揺さぶったりつまずかせたり

する。 

○「まとめ」につながるキーワードを子どもから引き出

すような発問や声かけをし、板書に位置付ける。 

＊考えを交流し、課題を解決しながら、よりよい

考えを練り上げていく。または、創造していく。 

○全体で交流をする。 

・（９０％以上の児童が）挙手をし、調べてわか

ったことや読み取ったこと等、全体で考えや意

見を交流し合う。 

＊高学年・・・自分の考えと比べて交流 

＊中学年・・・質問や感想を持って交流 

＊低学年・・・大事なことを落とさず、 

興味を持って交流 

・ペアやグループでまとめたことを交流し合う。 

○交流したことを活かし、さらに自分の考えを発

展させられるように自分の考えの変化を意識

する。 

○課題に対するまとめのキーワードを意識し、新

しいものを創造していくようにする。 

４．まとめる 

  生かす  

＊まとめをし、学習の成果を実感させる 

○本時を振り返らせる。 

○課題に対するまとめを、キーワードを活用し

ながらさせる。 

＊みんなで見出した考えや見方を確認して、まと

めを書いたり、確かめ問題をしたりする。 

○本時のまとめや感想を、キーワードを使って、

自分の言葉で書く。 

【自己存在感を与える】 

・個々の活躍の場（発表・発信）・成

就感・個に応じた指導をする 

【共感的人間関係を育む】 

・交流し、他者と認め合い、励まし

合い、新しい考えを創造 

【自己決定の場を与える】 

・課題に対して、追求し自分の考え

を持たせる 

本県がめざす授業改善のポイント２ 

一層やりがいのあ

る校内研究Ｐ４ 

本県が目

指す授業

改善のポ

イント２ 

本県が目指す

授業改善のポ

イント３（生

徒指導の３機

能） 

本県が目指す授

業改善のポイン

ト１ 

生徒指導

の３機能

（２・３） 

生徒指導の

３機能（１） 

＜別添資料②＞ 


